





論 文 内 容 の 要 旨





















物（裁決項目）を CIT 時に隠蔽させる隠蔽群と検査前に裁決項目を検査者に開示してから CIT を受ける開
示群を比較した。実験では自律神経系反応と自発性瞬目を測定した。その結果、心拍率（HR）のみ隠蔽の
意図の影響を受け、隠蔽群のみ裁決項目に対して HR が低下した。SCR、 呼吸曲線長（RLL）、規準化脈波
容積（NPV）の弁別的反応に隠蔽の意図の影響は見られなかった。他方、自発性瞬目に隠蔽の意図の影響
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RLL、 HR、NPV に弁別的反応が見られた。このことから、CIT では OR とは別に返答行為に伴う心的過程
が存在する可能性が示唆された。
　実験では、刺激提示時点と返答時点の反応における隠蔽の意図の影響を検討した。その結果、刺激提示時








論 文 審 査 結 果 の 要 旨















































国際誌２編、Journal of Forensic Science、Biological Psychology）に受理・掲載されており（他の２つは現
在国際誌への投稿準備中）、これも氏の研究が非常に高い評価に値することの証左であろう。
　以上、本論文審査委員４名は、論文を慎重に審査し、また2019年１月25日に実施した公開発表会および口
頭試問の結果から判断して、大塚拓朗氏が博士（心理学）の学位を授与されるにふさわしいとの結論に達し
ましたのでここに報告いたします。
